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た 。 これは " 牧場のように 自由に " という井上先 

生の方針が大きいと 居 、 う 。 この自由は放任ではな 

い。 井上先生と Rudolf には議論に付き 合って頂 

き，的確なアドバイスを 頂き，また，複屈折と 偏 

光の講義 (11 回 ) をして頂いた。 これは本当に 役 

立った。 私は自分の仕事だけを 考えて " 牧場で暮 

らす " ことができたのだ。 アメリカでは giveand 

take と言われるが ，私にはあ てはまりそうにな 

い。 give して頂いたものは 多すぎて余りあ る。 

井上先生が実験中に ， 「こんな XXXX だと田先 

生に叱られてしまうな」と 自分自身におっしやる 

のを何度か聞いた。 団勝磨 先生のことであ る。 80 

歳代後半までご 自分で実験を 続け論文を書き 続け 

た方であ る。 私は『風姿花伝 ( 花伝書川の年代 稽 

古の条の最後の 一節を思い浮かべた。 " 本当の花は 

いつまでも残る。 枝葉が減って ， ますます映える 

花 こそ，本当の 花であ る。 " と，生涯，優れた 能を 

舞 い 続けた観阿弥を ， この本は賞賛している。 こ 

の " 花 " とは能の芸 力 のことだ。 能 と生物学では 

対象そのものは 大きく違 うが ，本質には共通点が 

有るのではないかと 私は感じた。 

Rudolf は New Pol-Scope の生物学への 応用 
の 他に，この顕微鏡画像の 3D デコンポルーション 

を進めている。 点像 分布関数 (PSF) を元に，計 
算で光学的切片を 求めるのだ。 この方法は蛍光顕 

微鏡では確立しているが ，偏光顕微鏡では オ 〒われ 

ていない。 これが確立すれば ，分厚いサンプルの 

光学的切片が 無染色で観察可能になり ， Rud0lf の 

顕微鏡は強力な 研究手段となる。 成功を願ってい 

る。 Rudolf も含めた MBL の研究者は，ほとんど 

すべてソフトポジション ( 外部資金のみでサポー 

トされる ) であ る。 これはアメリカでも 厳しい部 

類に入るそうだ。 グラント獲得に 大変な労力を 費 
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やしていた。 うまく行くことを 心から願っている。 

私は MRL で 2 年 7 ；月を過ごし 日本に帰っ 

た。 MBL で学んだことを 自分の仕事に 活かした 

いと 思、 う 。 現在は細胞の 蛍光観察が広く 行われ， 

偏光はマイノリティであ る。 しかし，流行が 正し 

いとは思わない。 偏光顕微鏡と 生理学とを組み 合 

わせれば面白い 仕事がいろいろできると 思う。 私 

は MBL では生物学者として 働き，光学の 仕事を 

しなかったが ，光学に興味を 持つきっかけを 与え 

られたことを 嬉しく 居 、 う 。 今後，少しでも 光学を 

勉強し仕事に 生かしたい。 最後に， この小文は， 

物理学者としても 光学の分野で 素晴らしい業績を 

上げている井上先生と Rudolf を見て ， " 門前の小 

僧 " が 感じたことであ ると，申し添えて 筆を置か 

せて頂く。 
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